
令和６年度
市政報告会

第１回 ５月２６日(日) 午後２時 東公民館

第２回 ５月２９日(水) 午後７時 西公民館

第３回 ６月 １日(土) 午前１０時30分 市役所
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被災地職員派遣（能登半島地震）

被害の様子
（※派遣職員撮影）
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被災地職員派遣（能登半島地震）

派遣先 派遣期間 派遣人数 活動内容

1 七尾市 令和6年1月15日～1月22日 1人 避難所運営支援業務

2
輪島市
志賀町

令和6年2月 3日～2月 8日 4人 応急給水活動

3 七尾市 令和6年3月 4日～3月11日 1人 罹災証明書発行支援

4 七尾市 令和6年4月22日～4月29日 1人 住家被害認定調査

派遣状況
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被災地職員派遣（能登半島地震）
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消滅可能性自治体から脱却
10年前の2014年に、幸手市が消滅可能性都市（自治体）として発表をされたが、

令和6年4月24日に、消滅可能性都市（自治体）からの「脱却」を「人口戦略会議」

が発表。

消滅可能性都市（自治体）の考え方

2014年（前回） 2024年（今回）

20~39歳の女性人口が2010年
~2040年までの30年間で50％
以上減少する自治体

20~39歳の女性人口が2020年
~2050年までの30年間で50％
以上減少する自治体
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消滅可能性自治体から脱却

脱却の要因

消滅可能性都市とされた２０１４年以降、

「子育て」「移住定住」「雇用」に関する各施策の取組みの

積み重ねが、20～39歳の若者の転出抑制につながり、それが

大きな要因の一つとなっている。
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消滅可能性都市から脱却したとはいえ、本市の人口減少は

決して楽観視できるものではない。

総合振興計画に基づき様々な事業を実施し、引き続き人口

減少対策に資する取り組みを行っていきます。

「現在」そして「未来」へ

改革の手を緩めない！ さらなるスピードＵＰを図ります！
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（億円）

一般会計当初予算額の推移

令和6年度 一般会計予算

歴代第３位の予算規模（ここ10年では２番目の規模）

歳入歳出予算総額 171億5,500万円 対前年度比 5億8,500万円増（＋3.5％）
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子ども・子育てを応援



こども家庭センターを開設 （令和６年４月１日開設）

ウェルス幸手（保健福祉総合センター）内に「こども家庭センター」

を設置し、妊娠、出産、子育てに関する様々な相談を、専門の相談員

がワンストップで対応できるようにしました。
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子ども医療費の支給対象拡大

令和6年10月診療分から、子ども医療費の支給対象を

現行の15歳になる年度末までから、18歳になる年

度末まで拡大。
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ハッピー・スマイ（米）ルを推進

就学前の子どもがいる世帯に、未就学児１人あたりに

玄米最大60kgを配付。
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学校教育環境の整備

令和６年度は、上高野小・東中の体育館の改修と空

調設備を設置するための設計や、上高野小の校舎等を

改修するための設計を行う。
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安心・安全なまちに！



幸手市庁舎整備基本構想を策定

災害時の中枢拠点となる市庁舎の在り方検討審議会

や市民ワークショップなどを開催し、市民の皆様の意

見を聴きながら、市庁舎が有すべき機能、規模、候補

地などの比較検討を行い、基本構想を策定します。
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浸水被害の軽減

浸水被害の軽減のために、東３丁目水路改修工事設計、老朽

化した香日向排水ポンプ更新・改良設計、第３ポンプ場のポ

ンプ付帯設備交換工事を行います。
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地域住民の生活環境に影響を及ぼす空き家の適正管理の推

進と、空き家の利活用を促進するため、「幸手市空家等対

策計画」を令和６年度から２か年で策定します。

令和６年度は、空き家の実態調査を行います。

空家等対策計画を策定

１６



いきいきと快適なまちに



市内を走る移動販売車を支援

日用品の買い物が困難な方々に対し、移動販売車で買い物が

できるよう、移動販売車の燃料費の補助を行います。
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乗合型デマンドタクシーを運行

廃止となった民間路線バス２路線（幸手駅～杉戸高野台駅、

コミュニティセンター～東鷲宮駅）を対象として、乗合型

デマンドタクシーを運行します。

※ １年間の実証運行を予定
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大規模プロジェクト
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産業団地拡張
（神扇地区）

ゆめファーム全農
（神明内地区）

土地改良事業
（上高野地区）

神扇地区
幸手中央地区産業団地の拡大／約１３haの産業団地整備

上高野地区
土地改良事業

／先進的な施設園芸農業
約３０haの事業地面積

幸手市内 大規模プロジェクト

神明内地区
ゆめファーム全農／施設園芸トレーニングセンター

約１０haの農地面積

惣新田地区
道の駅を核とした複合施設整備

(都)惣新田幸手線バイパス
４車線・２７ｍ

東埼玉道路
（構想路線）

① 産業団地拡張
（神扇地区）③ 土地改良事業

（上高野地区）

② ゆめファーム全農
（神明内地区）

④ 道の駅総合複合施設
（惣新田地区）
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幸手市内 大規模プロジェクト
＜参考＞圏央道常総インターチェンジ周辺整備事業

（アグリサイエンスバレー構想）

④ 惣新田地区 道の駅総合複合施設

物流施設 物流施設 都市公園 物流施設
観光農園

園芸施設園芸施設温浴施設TSUTAYA
ブックカフェ

道の駅常総
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幸手市の学校再編について



※ 再編する時期は、令和９年４月１日を目安とする

再編方針① 義務教育学校を開校
※「義務教育学校」とは、一人の校長のもと、一つの教職員組織が置かれ、義務教育９年間の学校教育目標
を設定し、９年間の系統性を確保した教育課程を編成・実施する新しい種類の学校

権現堂川
小学校

吉田
小学校

八代
小学校

東中学校

義務教育学校を開校
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※ 再編する時期は、令和９年４月１日を目安とする

再編方針②

さかえ小学校を上高野小学校に統合

さかえ小学校 上高野小学校

+
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みんなでつくる
幸せを手にするまち
幸手

幸手市
Satte City




